
市
総
合
防
災
訓
練
を

徳
島
駐
屯
地
で
実
施
し
ま
す

　
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、

地
域
防
災
力
の
向
上
お
よ
び
防
災

関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
災

害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
26
日
㈰
　
午
前
９
時

～
12
時
頃

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯
地

訓
練
内
容

①
消
防
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
出
・

空
輸
訓
練
②
初
期
消
火
訓
練
③
倒

壊
家
屋
か
ら
の
負
傷
者
救
出
・
搬

送
訓
練
④
応
急
処
置
訓
練
⑤
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
訓
練
⑥
消
防

分
団
に
よ
る
消
火
訓
練
⑦
自
衛
隊

に
よ
る
応
急
橋
構
築
訓
練
⑧
陸
自

ヘ
リ
か
ら
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
降
下

に
よ
る
救
出
救
護
訓
練
⑨
体
験
・

見
学
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
等

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課

（
☎
22
‐
９
１
９
１
）
へ

住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
り

扱
い
や
外
国
人
住
民
の
手
続
き
が

変
わ
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
市
外

に
転
出
し
て
も
継
続
し
て
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

▼
外
国
人
住
民
の
方
に
も
住
民
票

の
写
し
が
交
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
外
国
人
住
民
の
方
に
も
転
出
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

　
交
換
実
施
時
に
は
、
事
前
に
各

戸
に
通
知
し
ま
す
。

交
換
予
定
地
区
　
橘
・
桑
野
・
大

潟
・
中
林
・
横
見
・
上
中

交
換
予
定
期
間
　
８
月
～
平
成
25

年
１
月

水
道
料
金
の
納
期
内
納
付
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
水
道
事
業
は
市
民
の
皆
様
の
水

道
使
用
料
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
水
は
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

水
道
使
用
時
は
必
ず
届
け
出
し

て
く
だ
さ
い

　
無
届
け
ま
た
は
不
正
に
使
用
さ

れ
た
場
合
は
、
過
料
等
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
水
道
部
業
務
課

（
☎
22
‐
０
５
８
７
）
へ

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

　
消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週

間
（
９
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
）
に

合
わ
せ
て
救
命
講
習
を
実
施
し
ま

す
。
も
し
も
の
時
の
た
め
に
応
急

手
当
の
基
本
（
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
法
）を
学
び
ま
せ
ん
か
。

上
級
救
命
講
習
　
９
月
９
日
㈰
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時（
８
時
間
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方

場
所
　
消
防
本
部
３
階
　
ホ
ー
ル

定
員
　
30
人
（
先
着
順
で
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
市

消
防
本
部
（
☎
22
‐
１
１
２
０
）
へ

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時
　
９
月
27
日
㈭
、
28
日
㈮
の

２
日
間
　
午
前
９
時
20
分
～
午
後

４
時
30
分

場
所
　
消
防
本
部
３
階
　
ホ
ー
ル

定
員
　
60
人

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
別
途

テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０
円
必
要
。

当
日
斡
旋
）。

申
込
期
間
　
８
月
10
日
㈮
～
９
月

12
日
㈬
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
22
‐
３
７
９
９
）
へ

奨
学
資
金
貸
付
申
請
の
受
付

（
第
２
次
募
集
）

　
奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

申
請
方
法
　
申
込
書
（
総
務
課
備
え

付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
付
要
件
　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▼
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、

保
護
者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有

す
る
方

▼
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が

推
薦
す
る
方

▼
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
方

貸
付
金
額
（
月
額
）
▼
高
等
学
校

（
通
信
課
程
を
除
く
・
高
等
専
門
学

校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）
１
万
円

以
内
▼
高
等
専
門
学
校
（
４
・
５
年

生
）
３
万
円
以
内
▼
大
学
お
よ
び

専
修
学
校
（
高
等
課
程
お
よ
び
一

般
課
程
を
除
く
）
６
万
円
以
内

募
集
人
員
　
▼
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
１
・
２
・
３
年
生
含
む
）

５
人
以
内
▼
大
学
（
高
専
４
・
５
年

生
）
お
よ
び
専
修
学
校
５
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は
　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22
‐
３
２
９
９
）
へ

QA

QA

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
夫
が
病
気
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

夫
の
収
入
だ
け
で
生
活
し
て
い

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が

不
安
で
す
。
何
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

国
民
年
金
加
入
中
の

方
や
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を
支

え
ら
れ
て
い
た「
子
の
あ
る
妻
」

ま
た
は
「
子
」
に
、
子
が
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
（
一
定
の
障

が
い
の
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

の
間
）、
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、保
険
料
納
付
済
期
間（
免

除
期
間
含
む
）
が
３
分
の
２
以

上
ま
た
は
直
近
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22 

― 

１
１
１
８
）
へ
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男
女
共
同
参
画
審
議
会

「
公
募
委
員
」
を
募
集

　
現
行
の
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
が
平
成
25
年
度
で
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
以

降
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
重

要
事
項
を
調
査
、
審
議
し
て
い
た

だ
く
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

▼
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

（
平
成
24
年
８
月
現
在
）

▼
阿
南
市
男
女
共
同
参
画
の
策
定

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

▼
平
日
の
会
議
（
年
２
～
５
回
程

度
）
に
出
席
で
き
る
方

▼
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
方

募
集
人
員
　
３
人

任
期
　
平
成
24
年
９
月
か
ら
２
年

間
を
予
定

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙

（
人
権
男
女
参
画
課
備
え
付
け
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、「
阿
南
市

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
進
め

る
た
め
の
考
え
方
お
よ
び
応
募
の

動
機
」（
原
稿
用
紙
１
０
０
０
字

程
度
）
を
添
付
の
う
え
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ルjosei

@
city.anan.tokushim

a.jp

で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
阿
南
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
公
募
委
員
選
考
委
員
会

で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈬
～
15
日

㈬提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
人
権
男
女
参

画
室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

《
男
性
料
理
教
室（
後
期
）》

　
男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
男
性
も
仕
事

だ
け
で
は
な
く
、
女
性
と
と
も
に

料
理
な
ど
の
家
事
を
担
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
料
理
を
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
方
も
基
礎
か
ら
学

べ
ま
す
。
お
い
し
い
料
理
を
作
っ

て
楽
し
く
食
事
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
９
月
25
日
㈫
・
10
月
２
日

㈫
・
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・
11
月
６

日
㈫
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階
　
グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員
　
20
人

参
加
費
　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法
　
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

　
就
任
ご
あ
い
さ
つ

新
教
育
長
　
新
居
　
正
秀

　
盛
夏
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
こ
と
、
７
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
教
育
委
員
会
教
育

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
教
育
の
基
本
は
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に

し
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
準
備
す
る
た
め
の
営
み
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
実
践
こ
そ

が
、
ひ
い
て
は
人
権
教
育
、
防

災
教
育
、
学
力
の
向
上
等
に
つ

な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　
課
題
山
積
の
中
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
不
断
の
努
力
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
前
任
者
同
様
に
、
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
退
任
ご
あ
い
さ
つ

前
教
育
長
　
田
上
　
勝
義

　
市
民
の
皆
様
に
は
ご
清
祥
の

御
事
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
私
こ
と
６
月
末
を
も
ち

ま
し
て
任
期
満
了
に
よ
り
教
育

委
員
会
教
育
長
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
積
す
る

教
育
課
題
の
中
、
心
苦
し
く
思

い
ま
す
が
、
２
期
８
年
、
岩
浅

市
長
様
は
じ
め
市
理
事
者
、
市

議
会
、
各
種
団
体
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
光

の
ま
ち
阿
南
の
市
民
と
し
て
誇

り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
限
り
な
い
幸

せ
と
阿
南
市
な
ら
び
に
阿
南
市

教
育
の
発
展

を
祈
念
し
て

退
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

第
74
号

阿南市人権教育・啓発市民講座
日時　８月21日㈫　14：00 ～ 15：30
場所　文化会館１階　視聴覚室
講師　阿南市人権教育・啓発講師団講師　　
　　　酒井勝治さん
演題　人権について
問い合わせは　人権・男女参画課
　　　　　　　（☎ 22 ‐ 3094）へ
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平
和
を
祈
り
１
分
間
の
黙
と
う
を

　
昭
和
20
年
、
広
島
と
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
、
日
本
は
唯
一
の

被
爆
国
と
な
り
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。

　
犠
牲
者
の
ご
冥
福
と
、
核
も
戦

争
も
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
、

家
庭
や
職
場
お
よ
び
地
域
で
１
分

間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
　
８
月
６
日
㈪
午
前
８
時
15
分

長
崎
　
８
月
９
日
㈭
午
前
11
時
２
分

終
戦
　
８
月
15
日
㈬
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
政
策
課

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

子
ど
も
の
非
行
防
止
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

　
夏
休
み
期
間
中
、
子
ど
も
が
非

行
に
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地

域
社
会
全
体
で
厳
し
く
も
温
か
い

目
で
子
ど
も
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
対
し
、
身
の
回
り
に
は

常
に
自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

い
る
「
大
人
の
目
」
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

あぶない！こんなに事故が

●阿南署管内平成24年6月分合計　カッコ内は１月からの累計

件　　 数
死　　 者
負 傷 者
件 数
搬 送 人 数
件 数
損 害 額

201件（1,292）
0人（ 1）
31人（ 177）
226件（1,614）
217人（1,543）
2件（ 13）
619千円

（8,224千円）

交通事故

救　　 急

火　　 災

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

住
宅
修
理
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
！

　
電
話
や
訪
問
で
「
火
災
保
険
で

家
の
修
理
が
で
き
る
。
無
料
で
申

請
等
を
手
伝
う
」
な
ど
と
勧
誘
さ

れ
る
住
宅
修
理
工
事
契
約
に
つ
い

て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損
害

が
、
火
災
保
険
の
補
償
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

消
費
者
が
多
い
点
に
着
目
し
た
勧

誘
方
法
で
、
最
終
的
に
住
宅
修
理

工
事
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
自
然
災
害
で
住
宅
が
損
害
を
受

け
た
ら
、
ま
ず
は
自
分
で
損
害
保

険
会
社
か
代
理
店
に
連
絡
し
、
保

険
金
支
払
い
の
対
象
と
な
る
か
、

申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事

を
依
頼
す
る
際
は
、
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
24
‐
３
２
５
１
）
へ

シ
リ
ー
ズ
環
境
と
く
ら
し
（
№
24）

生
物
多
様
性
と
は

「
生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
な

個
性
の
つ
な
が
り
の
こ
と
」

　
地
球
上
の
生
き
も
の
は
、
40
億

年
と
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
に
適
応
し
て
進
化

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
生
命
は
全

て
直
接
に
、
間
接
的
に
支
え
あ
っ

て
生
き
て
い
ま
す
。
今
ま
さ
に
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
の
変
化

に
よ
っ
て
、
地
球
上
に
住
む
人
間

や
野
生
の
動
物
（
ク
マ
な
ど
）・

野
鳥
（
ツ
バ
メ
な
ど
）・
植
物
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
深
刻
な
現
状
を
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
認
識
し
、
共
に
環
境
問

題
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　
環
境
保
全
課

（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

生態系の構成要素
（野性動植物とそれを取り囲む、水、大気、土、太陽エネルギー）

人権啓発標語・ポスターおよび人権作文を募集
　同和問題をはじめ女性の人権、子どもの人権、高齢者の人
権、障がい者の人権など、さまざまな人権問題の解決をめざ
す啓発活動の一環として、人権啓発標語・ポスターおよび人
権作文を募集します。

応募資格　市内に在住・在勤の方、または市内の学校に通学
する児童および生徒
応募部門　【小学校】 ①低学年（１･ ２年）部門②中学年（３
･ ４年）部門③高学年（５･ ６年）部門④小学校特別支援学級・
阿南支援学校小学部低学年（１･ ２年）部門⑤同中学年（３・
４年）部門⑥同高学年（５･ ６年）部門

【中学校】⑦中学校部門⑧中学校特別支援学級・阿南支援学校
中学部部門

【高等学校】⑨高校・高専部門⑩阿南支援学校高等部部門
【一般】⑪市民（ＰＴＡを含む）
応募規定　作品は自作で未発表のものとします。ポスターは、
四つ切り画用紙を使用してください。作文は400字詰原稿用
紙を使用してください。小学生は３枚程度（低学年は２枚程
度）、それ以外の方は４枚程度
募集期間　９月６日㈭ 必着
審査方法および発表　審査会で最優秀・特選・入選を決定し、
最優秀・特選については本人（児童・生徒は学校）に通知しま
す。
表彰等　最優秀および特選に選ばれた方には、12月に開催予
定の表彰式で賞状および賞品を贈呈します。また、人権作文
の最優秀作品は表彰式当日に発表していただく予定です。な
お、最優秀・特選作品は、市ホームページで紹介するほか、
人権教育・啓発資料や物品等に活用させていただきます。
提出先・問い合わせは　人権・男女参画課（☎22‐3094）へ
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災
害
時
に
備
え
、
普
段
か
ら
非

常
持
出
袋
や
非
常
備
蓄
品
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

  

非
常
持
出
品

•
貴
重
品
（
現
金
・
預
貯
金
通
帳
・

印
鑑
・
免
許
証
・
健
康
保
険
証

な
ど
）

•
非
常
食
品
（
カ
ン
パ
ン
・
缶
詰
・

栄
養
補
助
食
品
・
ド
ラ
イ
フ
ー

ズ
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

水
筒
・
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）

•
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
、
応
急
医
薬
品
（
ば

ん
そ
う
こ
う
・
傷
薬
・
包
帯
・

胃
腸
薬
・
鎮
痛
剤
・
解
熱
剤
・

目
薬
な
ど
）

　
※
予
備
電
池
は
多

め
に
用
意
す
る
。

　
※
持
病
の
あ
る
人

は
、
常
備
薬
も
準

備
す
る
。

•
そ
の
他
の
生
活
用

品
（
下
着
・
上
着
・

靴
下
・
タ
オ
ル
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
・
雨
具
・
生

理
用
品
な
ど
）

  

非
常
備
蓄
品

•
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
㍑
が
目

安
）

•
非
常
食
品
（
カ
ン
パ
ン
・
缶
詰
・

栄
養
補
助
食
品
・
ド
ラ
イ
フ
ー

ズ
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

水
筒
・
ア
ル
フ
ァ
米
・
飴
な
ど
）

•
燃
料
類
（
携
帯
卓
上
コ
ン
ロ
や

固
形
燃
料
）

•
そ
の
他
の
生
活
用
品
（
毛
布
・

寝
袋
・
洗
面
用
具
・
鍋
・
や
か
ん
・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・
カ
イ

ロ
・
ロ
ー
プ
・
ラ
ッ
プ
・
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
・
新
聞
紙
（
燃
料
や

防
寒
）
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
は
　
防
災
対
策
課

（
☎
22
‐
９
１
９
１
）
へ

家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

非
常
持
出
袋
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

競技名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス
8/18

南部健康運動公園
7/30 中学生（女子）

8/20 7/30 中学生（男子）
9/2 8/20 一般（高校生含む）・シニア

硬 式 テ ニ ス

8/19 南部健康運動公園 8/12 小学生・中学生
9/15 阿南高専はつらつランドコート 9/6 高校生
9/23

南部健康運動公園
9/15 一般

10/7 9/29 シニア
バ ド ミ ン ト ン 8/26 スポーツ総合センター 7/25 市内在住または通勤・通学者
水 泳 9/1 サンアリーナ温水プール 8/21 小学生・中学生・高校生・一般
相 撲 9/2 椿町中学校相撲場 8/10 市内小・中学生
バスケットボール 9/2 那賀川スポーツセンター 8/22 協会加入の各団体および招待チーム
バ レ ー ボ ー ル 9/2 スポーツ総合センター 8/23 14 地区体協対抗（男・女）
銃 剣 道 9/2 阿南工業高等学校　体育館 8/25 市内在住または通勤・通学者
ソ フ ト ボ ー ル 9/2・9 那賀川河川敷グラウンド 8/13 一般男子・レディース
ゲ ー ト ボ ー ル 9/7 林崎コート 8/10 協会加入の団体（クラブ）
陸 上 9/8 阿南工業高等専門学校 8/20 小学生・中学生・高校生・一般・中高齢者
民踊・フォークダンス 9/8 文化会館 市民民踊愛好者
柔 道 9/9 武道館 9/2 幼児・小学生・中学生・高校生・一般
バ ウ ン ド テ ニ ス 9/9 スポーツ総合センター 9/3 市内在住または通勤・通学者

軟 式 野 球 9/9・16 阿南市民グラウンド
南部ふるさとふれあい運動公園 8/25 一般・壮年（地区体協対抗）

剣 道 9/17 那賀川スポーツセンター 9/5 小学生・中学生・高校生
卓 球 9/23 スポーツ総合センター 9/14 市内在住または通勤・通学者
グラウンドゴルフ 10/2 橘港中浦緑地 9/18 協会加入の各団体（クラブチーム）
サ ッ カ ー 10/6・7 富岡小学校グラウンド 小学生
弓 道 10/7 B&G那賀川海洋センター武道館 9/14 高校生・一般
ホ ッ ケ ー 10/28 阿南工業高校ホッケー場 10/21 小学生・中学生・高校生・一般
ラグビーフットボール 11/24 よんでんWaンダーランド 11/17 小学生
体 操 12/16 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生

阿南市体育祭のお知らせ

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22－3394）へ
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阿南市職員採用試験のお知らせ

第一次試験日は、 全職種　10月14日㈰

平成25年４月に採用する職員の採用試験を次のとおり行いますので、受験希望者はお申し込みください。

申込期間　８月27日㈪～９月11日㈫
申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申し込みください。
　　　　　（申込書は８月１日以降にお渡しします。ただし、土曜日及び日曜日は除きます。）
　　　　　なお、試験案内及び申込書は阿南市ホームページ「採用情報募集」からダウンロードできます。
　　　　　郵便でのお申し込みは、必ず「書留郵便」として、９月11日㈫消印のものまで有効です。
　　　　　試験区分・受験資格等は下記表のとおりです。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ

注　意　１　申込みできる「試験区分」は一つに限ります。
　　　　２　上級一般行政事務職員の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
　　　　３　上級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、大学卒業程度の筆記試験です。
　　　　４　保育士及び幼稚園教諭の教養試験及び専門試験は、短期大学卒業程度の筆記試験です。
　　　　５　初級一般行政事務職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、適性検査は、筆記による事務適性検査です。
　　　　６　初級土木技術職員の教養試験及び専門試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。
　　　　７　上級消防職員の教養試験は、大学卒業程度の筆記試験で、初級消防職員の教養試験は、高等学校卒業程度の筆記試験です。また、
　　　　　　適性検査は、筆記による消防適性検査です。
　　　　８　第二次試験は、第一次試験の合格者のみ行い、11 月下旬ごろに行う予定です。
　　　　※　採用試験に関する詳細については、必ず「試験案内」により確認してください。

試験区分・受験資格等
試　験　区　分 採用予定人員 受　　験　　資　　格

一 般 行 政 事 務 職 員

上 級 10人程度 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者

初 級 ５人程度
昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学において、２年を超え
て在籍した者は受験できません。

土 木 技 術 職 員

上 級 ２人程度 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者

初 級 １人程度
昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学において、２年を超え
て在籍した者は受験できません。

保 育 士 ５人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、保育士資格を有する者及び
平成25年３月31日までに当該資格を取得する見込みの者

幼 稚 園 教 諭 ２人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、幼稚園教諭免許を有する者
及び平成25年３月31日までに当該免許を取得する見込みの者

消 防 職 員

上 級 ３人程度 昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた者
採用後は、市内に居住することを必要とします。

初 級 ２人程度

昭和62年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者
ただし、学校教育法による４年制大学において、２年を超え
て在籍した者は受験できません。採用後は、市内に居住する
ことを必要とします。
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